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会
員
の
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
当

会
の
事
業
運
営
に
あ
た
り
、

格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
会
報
（
第
八
十
号
）
が

皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
頃

に
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
で
す
。
本
年
一
月
頃
よ

り
感
染
拡
大
が
は
じ
ま
り
、

日
本
国
中
は
も
と
よ
り
世
界

的
に
も
大
き
な
恐
怖
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
高

齢
者
に
と
っ
て
は
大
変
な
リ

ス
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
、

私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
感

染
予
防
に
努
め
る
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。
お
互
い
に
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
特
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

市
老
連
活
動
に
お
い
て

も
、
本
年
度
前
半
の
諸
行
事

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に

あ
っ
て
も
、
私
た
ち
市
老
連

が
大
目
標
と
し
て
い
る
の
は

「
活
性
化
三
ヵ
年
計
画
」
の

遂
行
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は

そ
の
二
年
目
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
会

の
活
性
の
基
に
な
る
も
の

は
、
会
員
の
増
強
で
あ
り
ま

す
。

　

会
員
の
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
皆
さ
ま
方
の
ご
尽

力
に
よ
り
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
も
の
の
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
退
会
（
死

亡
等
）
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
結
果
的
に
は
会
員

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
新
規
入
会
者
の
中
に

七
十
歳
前
後
の
比
較
的
若
い

入
会
者
が
非
常
に
少
な
い
現

状
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
会

員
増
強
に
向
け
て
は
、
今
後

と
も
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
活
性
化
実
行
計
画

に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
報
紙

一
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
拝
読
く
だ
さ
い
。
こ

の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ま
、
ど
う
か
市
老
連

の
改
革
に
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
。
明
る
く
、
楽
し
く
、

豊
か
で
活
力
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
を
目
指
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

最
後
に
会
員
各
位
の
ご
健

勝
、ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
一
月
八
日
㈬
、
宇
部
市
総
合
福
祉

会
館
四
階
大
ホ
ー
ル
で
久
保
田
市
長
ほ
か
多
数

の
来
賓
を
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
「
三
ヵ
年
計
画
で
組
織
の
改
革
を
進

め
地
域
に
貢
献
で
き
る
団
体
と
な
る
よ
う
」
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
保
田
市
長
は
「
来
年
の
市
政
施
行
百
周
年

に
向
け
ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
、
市
老
連
と
共

に
住
み
よ
い
施
策
を
進
め
た
い
」
と
祝
辞
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新

川
校
区
の
岡
田

れ
い
子
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭

で
歓
談
が
始
ま

り
、
最
後
に
琴

芝
校
区
大
嶋
幸

治
さ
ん
の
万
歳

三
唱
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
六
月
一
日
㈪
、

開
催
予
定
の
令
和
二
年
度
定

期
総
会
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
」
の
た
め

中
止
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
議
案
決
議
は
各

校
区
代
議
員
に
よ
る
書
面
決

議
の
賛
否
に
て
決
定
す
る
こ

と
を
四
月
度
執
行
役
員
会
で

確
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
報
告
、
令
和
二
年

度
一
般
会
計
予
算
（
案
）・

特
別
会
計
予
算
（
案
）、
本

年
度
本
会
一
般
功
労
者
表
彰

お
よ
び
年
間
事
業
計
画（
案
）

の
議
案
が
、
代
議
員
一
六
六

名
中
賛
成
多
数
に
て
全
議
案

が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　活性化実行委員会活動一年目の経過は下記の通りです。
より詳細な内容は、「令和二年度定期総会資料」に報告しております。
　⒈ 市老連合同事業と地区事業・単位クラブ事業の見直し
　⒉ パンフレット・ホームページ等による会員増強キャンペーン
　⒊ 会員育成のためのパソコン教室の開催
　⒋ 「うべシニア大学」の開講準備
　⒌ 市老連運営組織の改革
　しかし、本年始めに発生した新型コロナウイルス問題で市老連年間行事活動が
ほとんどストップし、目標である「会員増強キャンペーン」にも大きく影響し、
活動も滞ったまま現在に至り、引き続き厳しい苦難が予想されます。
　これらの予期せぬ激変時代に備えて、高齢化社会に対する老人クラブ組織のあ
り方を今一度見直して見ることも必要だと考えています。
　宇部市老人クラブ連合会指針であります「健康・友愛・奉仕」の精神をかみし
めて、当実行委員会一同、「新たな激変時代に備えた組織への変革の実現」に向
けて活動してまいります。
　会員皆さまのご協力をお願いします。
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定
期
総
会
に

　
　
　
つ
い
て
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事　業　名 主　管 月　日 開始時間 場　　所
チャレンジデー 健　康 5月27日㈬ 各校区で実施、市老連へ報告
定期総会 総　務 6月1日㈪ 10：00～ 宇部市総合福祉会館2階ボランティア交流ホール（大）
新旧理事交流会 執行部 6月8日㈪ 12：00～ 宇部市総合福祉会館2階ボランティア交流ホール（大）
第84回会長杯囲碁将棋大会 教　養 7月9日㈭ 9：00～ 宇部市多世代ふれあいセンター1階囲碁将棋室、展示ホール
女性部・はつらつクローバー21部合同研修会 女性・はつらつ 7月21日㈫ 13：00～ 宇部市多世代ふれあいセンター2階ふれあいホール
役員研修会 執行部 8月20日㈭ 13：00～ 宇部市総合福祉会館2階ボランティア交流ホール（大）
親睦旅行 教　養 令和2年度は各地区で実施
会長杯グラウンド・ゴルフ大会 健康・はつらつ 9月17日㈭ 9：00～ 常盤グラウンド・ゴルフ場※予備日18日㈮
全国一斉社会奉仕活動の日 奉　仕 9月20日㈰ 全校区
ペタンク大会 健　康 10月15日㈭ 10：00～ 俵田翁記念体育館
宇部まつり参加 はつらつ 11月1日㈰ 9：30～ 宇部市総合福祉会館4階大ホールに集合

友愛バザー 女　性 11月19日㈭～
　20日㈮

13：00～
10：00～ 宇部市多世代ふれあいセンター1階ロビー

文化作品展 教　養 11月20日㈮～21日㈯ 9：30～ 宇部市多世代ふれあいセンター1階展示ホール
演芸大会 教養・はつらつ 11月21日㈯ 10：00～ 宇部市多世代ふれあいセンター2階ふれあいホール
新年互礼会 総　務 令和3年1月7日㈭ 11：00～ 宇部市総合福祉会館4階大ホール
役員研修旅行 総　務 2月 日帰り
友愛ミニバザー 女　性 3月 宇部市多世代ふれあいセンター1階展示ホール
会報発行 広　報 第80号7月発行、第81号1月発行
門松めぐり 教　養 12月25日㈮　各校区
ときわ公園内の清掃 奉　仕 ときわ公園（4月小羽山、5月新川、6月鵜の島、7月藤山、9月原、10月西宇部）8月休
うべシニア大学 活性化 全10回 2時間/回 宇部市総合福祉会館2階ボランティア交流ホール（大）
市老連パソコン教室 活性化 全10回 2時間/回 宇部市総合福祉会館2階セミナーホール（大）
社会奉仕作業／美化ピカロード作業／児童と高齢弱者安全見守り／交通安全啓発（主管：奉仕）　年間通じて各校区

収入

市助成金
8,261 千円

拠出金
1,565 千円

特別会計繰入
500 千円

寄付金
300 千円

雑収入
100 千円

前期繰越金
832 千円

県老連・
市社協助成金
257 千円

健康教室
健康講座
1,450 千円

支出

活動費
3,968 千円

次期繰越金
255 千円

管理運営費
3,850 千円

老人教室援護費・
健康教室費
1,790 千円

事務費・通信費・
印刷費・会議費他

877 千円

大会事業費
1,741 千円

旅費・研修費・
育成費
784 千円

令和2年度 一般会計予算
総額 13,265 千円

令和2年度　宇部市老人クラブ連合会　事業計画
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医療福祉・会社関係・個人 〈川　上〉 〈藤　山〉 ・㈱丸喜
※1口1万円 ・高嶺会 ・㈱ウベケン（2口） ・むべの里

〈東岐波〉 ・西川医院 〈　原　〉 ・やまもとクリニック
・金沢　守クリニック 〈小羽山〉 ・アルク厚南店 〈船　木〉
・かわむらクリニック ・ささい放射線科 ・西宝寺 ・あいべ内科クリニック
・きわ歯科クリニック 〈新　川〉 ・㈱長松工務店 ・㈱オカダ電気
・くまがい眼科 ・内山建設㈱ ・西垣内医院 ・カラオケ喫茶
・栗栖クリニック ・金子小児科 〈西宇部〉 ・楠むらづくり㈱
・光栄会 ・河島芙美代 ・アルク西宇部店 ・船木鉄道㈱
・シーサイド病院 ・河村福祉サービス ・イズミゆめタウン宇部店 ・陽気産業㈱
・すみかわ歯科医院 ・幸太郎本舗TSUTAYA宇部店 ・猪俣　正信 〈執行部〉
・波乗りクリニック ・国際ホテル宇部 ・宇部典礼会館 ・宇部市総合福祉会館食堂部
・ニシムラ内科 ・西法寺 ・宇部西リハビリテーション病院 ・㈱宇部日報社
〈常　盤〉 ・㈱櫻井葬儀店 ・オクダ内科循環器科 ・西部石油㈱
・尾崎循環器内科 ・大進本店　宇部店 ・きわなみ内科クリニック
・くろかわクリニック ・髙橋　賢一 ・くさの胃腸内科クリニック 老人クラブ関係寄付金
・重松整形外科医院 ・ひらた内科クリニック ・健生堂 ・猪俣　敏弘
・シャディ　だいしん ・ふくたクリニック ・小林整形外科 ・原　　和男
・ たかい歯科・矯正歯科クリニック ・紅野印刷㈱ ・㈲三共印刷 ・西川三代子
・ときわクリニック 〈鵜の島〉 ・淨圓寺 ・その他 匿名5名
〈神　原〉 ・うのしま内科クリニック ・新光産業㈱
・くが医院 ・土屋医院 ・末冨内科クリニック （校区順・五十音順・敬称略）
〈琴　芝〉 ・土屋歯科医院 ・たはら整形外科
・㈲あんしん保険センター ・廣一興業㈱

　

本
年
、
年
始
め
よ
り
世
界
的
に
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
て
い
き
ま

し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
三
月
初

め
よ
り
マ
ス
ク

不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
き
ま
し

た
。
市
老
連
・
女
性
部
（
宮
田
副
会
長
・

小
泉
部
長
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
不

足
状
況
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

に
手
作
り
マ
ス
ク
を
作

成
し
、
現
在
困
っ
て
い
る

方
々
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
ご
賛
助
・
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
の
も
と
、
ご
配
慮
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
こ
と
有
り
難
く
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
大
切
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
芳
名
の
ご
披
露
を
申
し
上
げ
ま
し
て
お
礼
と
ご
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 賛

助
会
員
の
ご
芳
名
（
令
和
元
年
度
）

校　区 氏　名
東岐波 斉藤伊都子 吉村　富雄
〃 長谷川安江 重永　早子
〃 松永　武人
西岐波 田添　昭義 小嶋　重利
〃 藤波　膺祐

常　盤 松本　次朗 小林ツユ子
〃 桜田　武夫

恩　田 前田外茂治 山中　一男
〃 立川　豊水

神　原 竹田　行江 松戸　貞枝
〃 稲積　知子

琴　芝 村島　靖彦 部坂　和子
〃 齊藤　義昭

川　上 吉井　　勇 泉　アサ子
〃 前田美登里

小羽山 伊藤　悦子 駒井智恵子
〃 濱本　　潔 有馬　和子
〃 田村　和美 松永　邦雄
〃 松永　文子

新　川 柳楽　栄子 福光　策朗
〃 内山冨士雄 山本　幸子
鵜の島 竹内　和男 坂村　幸良
〃 田村　　幸 藤原　芳子
〃 田坂　　忠
藤　山 花崎　英雄 岩田　博明
原 大石　柳子 内山　末子
厚　東 岡部　光昭 藤井　有信
船　木 日高　和子

○ 一般功労表彰　計 46 名
令和2年度 会長表彰一覧

収入
前期繰越金
1,652 千円

会費
750 千円

令和2年度 特別会計予算
総額 2,402 千円

支出
次期繰越金
1,211 千円

一般会計繰出金
500 千円

クラブ活性化
報奨金 251 千円

賛助会員費徴収に
係る報奨金 340 千円

予備費
100 千円
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◎手作りしめ縄作り…………………………
　むつみ会では校区内の松濤神社のしめ縄
取り替えを、会員と一般協力者含め 25 名
で 12 月 1 日㈰に行いました。本殿、稲荷
神社、玉の緒神社の大しめ縄作りと、鳥居
などの小しめ縄作りに分担し、午前中に取
り付け完成しました。

◎ひらき台健康教室……………
　12 月 2 日㈪、ひらき台集会
所にて 25 名参加で健康教室が
開かれました。今回はストレッ
チ体操・筋力アップ体操を参加者全員で行い、からだをほぐした後、「パ
ラリンピック競技ボッチャ」に挑戦しました。市体協より事前の説明が
あり、みんなで「あっちだ、こっちだ」と楽しく競い合いました。

◎小羽山小学校で『昔遊び』…………………
　2月 13日㈭、小羽山小学校 1・2年生の
児童の皆さんと一緒に『昔遊び』を楽しみ
ました。おはじき・お手玉・あやとり・け
ん玉・ヨーヨー・竹馬・コマまわしなど、
童心に帰り、真剣でした。

◎チューリップも寂しそう！……………
　昨年 11月に子供たちと植えた苗も、今
年の 4月15日には満開になりました。コロ
ナウイルス対策の影響で学校閉鎖、誰もい
ない駅、早く日常を取り戻したいね！

　花々が咲き乱れる春たけなわの季節ですが、新型コロナウイルスの
感染収束が見通せない中、俳句部は 3密にならない工夫をしています。
部員 9名、1人 4句の投句、集句、選句、評や助言は先生を中心に郵
送で行い俳句が伝える季節感、感動を楽しんでいます。全員が集い披講
で自分の句が読み上げられる感動が一日も早く来る日を願っています。

◎新年会開催…………………………………
　むつみ会では 1月 22日㈬に、63名の参
加で盛大に新年会を開催しました。その後
懇親会に入り、演芸ではカラオケ、おどり、
マジックなどで楽しみ、アトラクションで
くじ引きをして最後に「上を向いて歩こう」
を全員で合唱して楽しい一日を終えました。

◎令和 2年度新入学童の交通安全教室……
　2月6日㈭、川上小学校体育館で新入学童
の交通安全教室が開かれました。本年度入学
予定者全員が参加し、宇部署交通課指導のも
と川上シニア連合見守り隊も参加し、今後登下
校時に事故に合わないように、横断歩道での
安全確認・正しい渡り方をみんなで学びました。

◎親寿会グラウンド・ゴルフサークル
　会員大会……………………………………
　3月 17 日㈫、好天に恵まれ暖かな日差
しのもと、GGサークル会員による大会が
30名参加で開催され、皆さん和気あいあい
とプレーを楽しまれていました。

◎昔あそびに挑戦……
　令和2年1月30日㈭、
東岐波小学校体育館に
小学 1 年生 75 名と寿
会から男性 28名、女性
17 名の参加で、おてだ
ま・あやとり・竹とん
ぼ・こま回しに挑戦し
ました。経験のある子、
初めての子それぞれに
昔から伝えられている
やり方での経験を教え、
子供たちと楽しい時間
を過ごしました。

〜地域で活躍する
　　楽亀クラブ宇部の仲間たち〜
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